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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・プログラム7月分テキストについて、6/16（月）の朝までに書式への入力と印刷を行うこと。

・緊急連絡網について、各自把握し、緊急時迅速に連絡がとれるようにしておくこと。

・看護学生について、来週青陽館にて実習予定。

・6/16～17法人研修、6/24～25院内研修の出欠入力を行うこと。

・現場ではスタッフはマスク着用をしないようにし、マスクが必要なほど体調が悪い時はきちんと休養をとること。

・風穴　義信様～6/18（水）よりデイケア利用予定。

・巴　勇樹様～6/24デイナイトケア利用予定。（6/23退院予定）

＜利用者様情報＞

・寺沢　彩　様～就労に対して不安を感じているとのことで、何も進まないことに焦りを感じていると話す。ハローワークの求人が更新されるまで、2～3週間かかることを説明しているが、焦りが強いため、青明舎スタッフに情報提供し、来週再度ハローワークに足を運ぶ事となっている。

　　　　　　　　また、不安や焦りが強いことから、嘔気があるとのことで、「吐きました」とスタッフに訴えている。吐物は既にトイレに流しており、確認できず。静養室で休まれている。その後、昼食は摂取したと話されており、昼食後薬も服用している。

・五日市　規様～表情硬く、不機嫌な様子みられており、「ここに来なきゃいけないって決まってるんですか」等と訴えている。眼光鋭く、苛々感がみられ、運動プログラムでは体育座りをしてぼんやりしている。「別に…」等と訴えていたものの、言葉を待つと、「なにかあったわけじゃないけどさ」「退院した気がしなくて」「自由になりたいんだよ」等と自身の気持ちを話し始める。本人は以前からアパートで生活したいと考えており、青山荘に入所している状態が自由には感じられないと話している。訴えを傾聴し、現在の生活の中で自分のしたいことをする方法についてともに検討。徐々に笑顔になるが、浮かない表情をしていることが目立っている。明日も話を聞かせてほしいことを伝え、面談を終了している。

・繁名　和恵様～月経中で体調が悪いため、青山荘で休んでから通所すると連絡あり。来所後も表情冴えずにいる。昼食は普段どおり、次々と飲み込むようにして食べており、食後に「おなかがいたい」「胸が苦しい」と訴えている。また、「吐いた！見てみて！」と唾液の塊をスタッフに見せている。噛まずに飲み込むことで胃に負担がかかることを説明していく。また、現在、青山荘での食事が週2回に減ったとのことで、食事内容についても確認していく。

・田名部一樹様～特定スタッフについて、「自分のことをつけてくる。嫌だ」「目を合わせたくない」と話されている。客観的に見ていて、後をつけている様子はみられないこと説明するが、納得せず。嫌いな人物ほど、近くを通りかかるだけで気になるのではないかと説明すると、納得している。自分から距離をとり、それでも客観的に見て、特定スタッフが後をつけてくると感じるようであれば、解決のため再度相談して欲しいことを説明している。

・倉石ヨシエ様～本日は神様に関連した発言はきかれず、日課にも参加できている。プログラムについては、時間に遅れている様子みられているため、声かけ要している。

・大下　良悦様～昨日、八戸赤十字病院受診。胸部Ｘｐの結果、改善してきているが肺の陰影は残っているとのこと。エリスロシン錠200ｍｇ１回１錠(朝・夕)×30日分処方となっており、次回受診まで服薬を継続し様子観察。7/2(水)ＣＴ検査、7/10(木)ＣＴ診断結果説明の為、受診予定となっている。

＜事例検討＞

清水　泰雅様（37）男性　主病名：統合失調症　川端Ｄｒ　　担当：慶長・佐々木

検討内容目標、計画の見直し

長期目標①病状を崩さず、入院しない。

②悪玉コレステロールが増加しているため、改善する。また、体重が増加傾向であるため、体重を落とす。

中期目標①デイケアに週3回以上、遅刻せずに通う。

②3ヶ月で１Kg減量する。

短期目標①まずは、月曜・火曜に定時にデイケアに通うようにする。

②菓子等購入額を1万円以内にする。運動プログラムでは大きく動くように心がける。

実施計画①デイケアでの目標をまずデイケアに来ることとし、月曜日・火曜日は定時に来所できるようかかわっていく。また、定時に来所できた際はその都度評価していく。

②菓子購入量をチェックし、8000円以内に抑えることを毎月継続していく。また、食事に偏りがある可能性があるため、食事内容についても確認していく。

③運動については、どの部位をどのように大きく動かすかを本人の近くで具体的にアドバイスしていき、体重・体脂肪率低下を目指す。

④本人のデイケア利用の目的を十分に把握できていないため、定期的に面談を行い、デイケア利用の目的を具体的に話し合っていく。
治療計画に対しての評価
1 について

· 5/24青山荘入所。入所前は、寝坊や胃痛、腰痛を理由にデイケアに殆ど通所出来ておらず、電話にて生活状況の確認をしていた。本人からは欠席の連絡はない。

· 青山荘入所後は、遅れることはあるが、午前中のうちに通所することが出来ている。起床や日課に関しては、スタッフが声かけをしないと行わない。

· 遅刻する理由として、二度寝（7時起床し、10時頃まで寝る）したり、トイレに篭ったりしている（便が緩い）ことを挙げている。睡眠時間は20：30～翌3：00である。

· デイケア通所は疲れないかと確認すると、「大丈夫」と話されている。

2 について

・青山荘入所してからは、買い物（外出）は無く、菓子類も食べている様子はみられない。金銭的には余裕がある様子。

3 について

・運動については、大きすぎず、小さすぎず、一定の動きで参加している。

4 について

・本人としては、「生活リズムを整えたい」という希望は持っている。反面、陰性症状が強いからか、行動化できずにいる。仕事について、親から言われているため、就労についても考えているとのこと。本人の中では具体的な希望は抱いていない様子。困っていることはないと話す。

検討結果

陰性症状が強く、本人の希望に行動が追いついていない状態であるため、それを踏まえた上で関わっていく必要がある。本人の意欲があがるように、興味の持てるような作業やプログラムを提供していく。

＜青山荘情報＞

・五日市　規様～食事準備を早めに始めている時があり理由を尋ねると、食事準備で一緒のメンバーの事を「○○さんが、やらないって言ったから」と、言われたので一人で取り組んでいたとの事。スタッフが相手に確認するが言っていないとのこと。調子の不安定さは見られている。

・藤村　翔　様～先週、幻聴に左右された行動が目立ち、青山荘スタッフに対して「馬鹿にしやがって！」と声を荒げることがあったが、以後は見られていない。

＜外来情報＞

・前野　義勝様～あせもが出た時に境皮膚科から貰った塗り薬が無くなったとのことで、変わりの軟膏を処方して欲しいとのこと。デルモゾールＧ軟膏処方あり。

